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ケ
　
i

ベ
　
ル
　
博
士
論
交
紘
集
（
畑
狗
文
）

深
　
田

康
　
算

　
嚢
に
一
昨
年
か
ら
昨
年
に
亘
っ
て
『
思
潮
』
誌
上
に
茸
二

蔀
分
が
、
久
保
勉
君
の
綿
密
な
る
注
意
と
献
身
的
な
努
力

に
墓
け
る
精
確
な
講
文
に
依
っ
て
褒
表
せ
ら
れ
た
時
、
我

護
書
界
　
の
多
大
な
る
注
艮
を
惹
起
し
π
ケ
ー
ベ
ル
空
士
の

論
文
及
び
藏
想
は
、
今
年
の
二
月
に
岩
波
書
店
か
ら
全
部

を
纒
め
て
其
原
文
の
形
に
於
て
｝
冊
の
論
文
集
と
し
て
出

版
せ
ら
れ
カ
。
題
し
て
内
一
。
一
器
こ
霞
Q
貯
一
津
象
・
幣
一
一
一
一
8
。
で
一
で

綻
〇
一
δ
℃
プ
㌘
づ
『
己
Q
δ
P
目
ユ
P
謬
φ
尾
φ
影
q
¢
拶
・
囚
O
げ
N
σ
M
Φ
δ
戸
踏
舞
ビ
拶
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G

g
a
①
P
く
8
U
肖
．
国
選
夢
2
内
8
び
。
材
と
云
ム
。

　
其
内
容
目
録
は

　
9
　
跨
無
終
N
ρ

（
ど
　
賦
鋒
　
囚
酔
夢
岳
｝
毎
u
富
客
。
Q
酔
Φ
臼

　
覧
H
出
。
ω
○
覧
旨
魯
Φ
髭
】
留
巳
舘
｛
Φ
●

円
。
匙
塁
9
σ
Q
9
国
貯
Φ

　
（
θ
　
o
ロ
魯
已
9
．
－
娼
む
。
賢
。
腎
費
σ
q
o
σ
Q
o
。
。
・

　
（
c
Q
）
薗
負
崇
毎
鳥
〈
o
口
口
霧
葺
彰
β
ロ
．
臼
き
自
遵
彰
Φ
箋
ロ
σ
q
⑪

（
嵩
）
　
レ
営
ろ
円
謎
白
⑦
¢
●

　
（
同
）
．
Ω
o
＃
＝
⇔
画
類
⑦
罫

　
（
b
っ
㌧
　
図
僧
9
●

　
ハ
G
ゆ
〉
　
＜
鴛
同
二
。
“

（
目
H
）
　
蜀
罫
σ
Q
Φ
口
詣
u
伽
レ
暮
毛
。
増
酔
窪
●

　
団
Φ
湊
α
巳
8
げ
①
o
慶
●
　
寓
①
”
ω
O
財
①
F
団
砕
O
げ
⑦
尾
・
影
○
旨
2
暴
涛
。

　
　
レ

　
d
．
ご
Φ
厚
袈
O
琶
螢
属
①
●
　
之
露
。
慶
一
犀
　
郎
¢
畠
　
嵐
二
石
Ω
一
渥
①
鉾
臼
Φ
一
昌
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影
娼
碧
．

　
（
H
〈
）
＜
o
ビ
づ
δ
客
ρ
舅
a
o
炉
団
鼠
Φ
隔
Φ
・

　
　
卜
巳
H
琶
G
q
・

　
　
　
　
蔚
◎
呂
。
｝
り
Φ
巳
｝
磐
Φ
議
Q
旨
餌
費
同
肖
欝
諸
・

　
　
　
　
石
Q
o
》
o
鷲
巳
朗
唱
諺
寓
甥
芭
（
●

　
　
　
　
q
Φ
蟄
F
帽
⇒
岳
孤
o
Q
①
9
①
巳
Φ
》
尾
ρ

　
双
三
（
輔
）
の
下
に
牧
め
ら
れ
授
最
初
の
三
つ
の
論
交

は
博
士
が
來
議
せ
ら
れ
て
後
、
カ
ン
ト
の
百
影
野
（
一
九

〇
四
年
）
、
シ
ル
レ
ル
の
百
影
響
（
一
九
〇
五
年
）
、
及
び
ハ

ル
ト
マ
ソ
の
ソ
没
’
年
（
欄
九
〇
六
年
）
に
山
大
・
々
口
M
本
に
於
て

・
．
話
a
巳
δ
窪
、
誌
上
に
縢
表
せ
ら
れ
π
る
も
の
で
あ
う
、
．

（
二
）
及
（
三
）
に
牧
め
ら
れ
だ
最
近
．
の
執
筆
に
係
る
威
想
の

大
部
分
は
、
久
保
君
の
繹
交
を
益
し
て
『
愚
潮
』
を
飾
っ
た

竜
の
で
あ
る
。
（
四
）
の
下
に
は
シ
ヤ
ス
ラ
馨
の
『
美
學
』

・
ク
「
ノ
奮
・
ブ
イ
ッ
シ
や
婁
の
『
近
鞭
哲
學
史
序
論
』
唾
，
川

置
ゼ
ン
ス
タ
イ
ソ
の
『
配
線
級
鵬
及
　
習
樂
碧
鱒
』
、
及
び
メ
ン
ヂ
ユ

諏
ウ
ス
キ
の
『
憩
や
の
死
』
等
の
邦
課
に
勤
す
る
淳
山
導

　
　
　
　
　
ケ
ー
ペ
　
ル
陣
士
論
丈
縦

種
、
哲
學
科
卒
業
生
に
…
封
ず
る
告
別
の
僻
三
篇
、
故
齋
藤

信
策
君
追
悼
僻
一
篇
、
及
び
書
翰
三
通
が
績
め
ら
れ
て
居

る
。
最
後
に
附
録
と
し
て
載
せ
ら
れ
π
論
交
三
篇
の
申
第

嚇
の
も
の
は
、
博
士
が
日
本
に
着
任
勿
々
哲
學
會
で
述
べ

ら
れ
だ
講
演
と
し
て
、
今
は
二
十
五
年
の
昔
に
ま
で
瀕
る

我
郵
に
於
け
る
博
士
の
生
活
の
最
初
の
好
き
記
念
で
あ

る
。
第
二
と
第
三
と
は
博
士
が
臼
本
に
家
ら
る
＼
前
猫
逸

に
於
て
鞭
表
せ
ら
れ
た
竜
の
で
あ
ウ
、
從
っ
て
博
士
の
日

本
在
住
の
記
念
を
兼
ね
控
此
論
文
集
に
は
、
或
は
適
當
な

る
揚
所
を
得
だ
竜
の
と
は
云
ば
れ
孜
い
か
も
知
れ
ぬ
け
れ

ど
竜
、
軌
れ
竜
我
が
思
想
界
に
於
て
は
未
開
拓
の
傾
分
に

画
す
る
論
交
で
あ
る
総
と
、
樽
士
の
思
索
の
興
味
の
一
つ

の
中
心
を
雄
辮
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
織
と
に
於
て
吾
々

に
取
ら
て
は
興
瞭
多
き
賜
物
陀
る
を
失
は
な
い
。

　
此
四
百
頁
足
ら
ず
の
、
我
邦
に
於
て
出
版
せ
ら
れ
π
猫

逸
書
と
し
て
は
極
め
て
誤
植
の
少
い
、
印
刷
の
鮮
厨
な
さ

5
し
て
上
最
な
製
本
で
あ
る
小
冊
子
を
手
に
し
π
縛
、
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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－
博
士
か
ら
普
弟
子
と
呼
ば
れ
吾
子
と
呼
ば
れ
さ
う
し
て

叉
盟
友
と
呼
ば
れ
る
好
瀧
を
持
つ
陀
竜
の
の
一
人
と
し

℃
、
私
が
何
を
措
い
て
も
先
づ
第
嚇
に
威
じ
な
け
れ
ば
獄

ら
な
か
つ
π
の
は
、
先
生
の
心
の
面
影
が
、
今
は
唯
私
達

の
弱
い
記
憶
の
力
の
申
に
予
て
の
み
で
ぱ
な
く
簡
最
早
長

く
瀬
野
去
る
虞
の
な
き
や
う
に
こ
Q
O
｝
罎
鎚
N
撃
誌
綴
O
訂
。
Q
に

而
し
て
嬬
。
ビ
罵
言
に
残
さ
れ
る
之
と
の
出
監
π
と
云
ふ
嬉

し
さ
で
あ
る
。
牧
録
せ
ら
れ
だ
論
交
と
威
想
と
は
、
量
の

土
か
ら
見
π
な
ら
、
叉
之
れ
を
先
生
の
學
殖
や
硯
究
上
の

仕
事
や
を
評
掬
し
よ
5
と
云
ふ
宣
揚
か
ら
見
π
な
ら
ば
、

M
幽
よ
6
’
十
分
に
博
士
の
全
般
を
億
瞬
へ
て
居
る
と
は
云
へ
な

い
に
相
懸
な
い
。
，
併
し
そ
れ
は
確
か
に
私
達
の
仰
ぎ
見
た

師
と
し
て
、
交
は
つ
π
友
と
し
て
、
生
き
た
一
個
の
入
間

と
し
て
の
先
生
を
最
竜
能
く
樽
へ
て
居
る
と
は
云
へ
る
で

あ
ら
う
。
底
固
よ
6
、
最
後
の
正
金
の
日
に
、
先
生
が
此

書
を
振
う
恋
し
て
『
余
は
期
く
あ
う
き
、
余
の
総
て
は
此

裡
に
論
う
』
と
叫
は
れ
る
で
あ
ら
う
と
は
、
私
の
想
像
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
履

得
繊
厨
で
あ
る
。
併
し
著
し
私
の
交
友
の
申
に
『
君
の
先

生
と
云
ふ
の
は
獅
何
な
る
人
で
あ
る
か
』
と
牽
く
者
が
あ

っ
た
な
ら
、
私
は
『
私
が
そ
れ
を
物
語
う
得
る
よ
ウ
竜
よ
う

以
上
に
、
此
書
が
能
く
物
語
っ
て
犀
⇔
』
と
云
っ
て
此
論

文
集
を
彼
に
膿
ら
う
と
思
ふ
、
事
實
多
少
で
竜
博
士
に
親

零
し
た
こ
と
の
あ
る
人
々
は
、
恐
ら
く
此
論
文
集
の
軌
れ

の
頁
に
於
て
菟
、
博
士
の
面
目
の
躍
如
と
し
て
現
は
れ
て

居
ら
濃
如
き
軍
慮
を
見
出
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
i
そ

れ
は
巳
に
博
士
の
窟
序
に
於
て
、
童
坊
論
文
集
の
第
二
標

題
聖
徳
。
融
。
喜
里
芋
。
㌧
瀞
湊
ミ
紅
§
墨
黒
旨
旨
Φ
零
一
レ
σ
Q
o
回
ど
溶
馬
雫

ミ
馬
艦
§
・
、
§
．
ミ
§
慧
・
に
於
て
巳
に
活
々
と
吾
々
の
眼
の

前
に
浮
ば
な
い
で
居
る
と
云
ふ
わ
け
に
行
く
ま
い
。

　
コ
〕
窪
登
臨
o
U
一
図
㊦
9
禽
魚
Φ
巳
軍
鶏
翁
。
滋
⑦
巳
併
し
私
の

意
は
博
士
肖
ら
に
依
っ
て
此
書
の
特
に
蜥
く
名
け
ら
れ
π

こ
と
が
、
直
ち
に
吾
々
を
し
て
博
士
を
彼
彿
せ
し
め
る
と

云
ぶ
ば
か
ウ
で
は
な
い
。
私
は
術
」
歩
を
進
め
て
、
博
士
の

澹
へ
方
⇔
曾
璽
u
σ
Q
巽
唇
そ
の
竜
の
が
如
何
な
る
話
題
に
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就
て
竜
、
如
何
な
る
形
式
で
現
は
れ
る
に
し
て
も
、
常
に

其
特
色
と
し
て
ク
ァ
ン
タ
ジ
奮
に
富
め
る
こ
と
、
ケ
ッ
ツ
ェ

ラ
イ
的
な
る
こ
と
、
パ
ラ
ド
ソ
ク
ス
的
な
る
乙
と
の
三
つ

の
性
質
を
具
へ
て
る
る
と
云
ひ
た
い
の
で
あ
る
。
禽
家
の

論
文
集
と
威
想
録
と
に
命
名
し
て
敢
史
て
塞
想
と
云
ひ
邪

　
　
　
　
　
の

読
と
云
ひ
逆
論
と
云
ふ
こ
と
そ
の
こ
と
は
、
一
つ
の
氣
の

利
い
π
思
ひ
附
き
で
も
あ
う
得
る
で
あ
ら
テ
し
、
叉
人
の

眼
を
惹
く
た
あ
の
誇
張
で
さ
へ
も
あ
う
得
る
、
早
れ
に
し

て
も
癒
し
も
珍
ら
し
き
、
若
し
く
は
特
性
的
な
防
、
命
名

法
と
は
云
へ
な
い
。
唯
博
士
の
此
揚
合
に
於
て
の
み
は
、

是
等
の
標
題
は
叉
直
ち
に
一
思
ひ
附
き
で
竜
な
く
、
誇

張
で
も
な
く
し
て
i
一
－
博
士
の
考
へ
方
の
本
質
そ
の
譲
、

を
測
り
出
し
て
居
る
。
其
所
に
私
は
深
い
興
味
を
威
ぜ
ざ

る
を
得
な
い
。
其
所
に
博
士
の
特
性
的
な
る
も
の
を
私
は

見
得
る
や
う
に
思
ふ
の
で
あ
る
。
匹
多
艮
霧
ざ
訓
図
馨
N
霧
巴
、

Φ
P
悟
蟄
蜜
幽
。
繊
①
二
幅
　
こ
れ
乙
そ
は
、
此
論
交
集
を
最
も
能

く
定
義
し
て
み
る
詞
で
あ
る
と
共
に
、
や
が
て
ヌ
吾
々
の

　
　
　
　
　
ケ
3
ベ
ル
浦
艀
ま
瓠
㈱
交
集

逡
憶
の
申
に
浮
び
蘂
る
駈
の
博
士
の
面
目
を
玉
成
し
て
愚

る
著
し
い
三
つ
の
要
素
（
今
暫
ら
く
人
品
か
ら
流
れ
出
つ

る
自
ら
な
る
魅
力
を
考
慮
の
外
に
置
く
）
で
は
な
い
か
。

　
併
し
是
等
の
三
つ
の
も
の
は
、
言
説
の
輩
な
る
形
式
と

し
て
之
れ
を
見
る
な
ら
ば
、
思
想
の
駆
馳
の
花
や
か
な
る

被
覆
に
過
ぎ
織
．
こ
と
竜
あ
ら
う
、
常
姥
最
新
な
る
竜
の
を

追
ふ
心
の
流
行
墨
焼
産
な
る
こ
と
も
あ
ら
う
、
包
容
的
な

ら
ざ
る
も
至
聖
の
異
要
素
に
罪
す
る
外
面
的
姜
協
π
る
こ

と
竜
あ
ら
う
、
…
狼
艦
な
る
慮
我
を
固
・
思
す
る
爲
め
の
防
禦

的
な
る
論
理
の
技
巧
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
も
あ
ら
う
。
さ
う
し

て
其
湧
に
想
像
的
思
惟
や
邪
説
や
逆
説
や
の
、
愚
索
家
に

養
す
る
、
誘
惑
と
危
瞼
と
が
潜
ん
で
み
る
。
総
て
の
掛
9
0
〒

貯
器
⇔
の
懸
者
と
筆
考
と
の
陶
檬
に
経
鹸
し
な
け
れ
ば
な

ら
諏
所
の
緊
張
、
及
び
其
に
必
ず
從
ひ
來
・
る
弛
緩
が
、
剃
一
戟

を
與
へ
る
と
同
時
に
倦
怠
を
惹
起
嵐
る
の
も
亦
青
れ
が
爲

あ
で
あ
る
。
二
士
の
揚
合
に
於
て
は
、
併
し
大
に
之
れ
と

趣
を
異
に
し
て
居
る
。
配
属
緊
器
冨
ポ
国
雲
蓉
讐
一
Φ
炉
ゆ
心
肝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
凱
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山
○
臨
①
⇔
が
一
方
に
継
て
軍
な
る
思
ひ
附
や
誇
張
に
爵
で

控
標
題
で
は
あ
う
得
な
い
と
共
に
塾
他
方
に
於
て
そ
れ
は

博
士
の
思
索
の
軍
な
る
表
現
の
形
式
で
な
《
し
て
、
其
本

質
に
差
し
て
居
る
と
云
ふ
乙
と
が
出
家
や
5
。
私
の
見
る

所
に
量
れ
ば
、
博
士
の
想
像
と
邪
説
と
道
論
と
は
、
輩
な

る
言
詮
の
形
式
と
し
て
は
屡
（
若
し
く
は
常
に
）
さ
う
で
あ

る
如
き
σ
々
Φ
鍵
貯
巴
。
｝
6
0
a
窟
巴
Φ
同
勢
で
は
な
く
し
て
、
シ
測

レ
川
の
語
を
借
り
て
云
へ
ば
、
山
路
篤
Φ
譲
。
｝
羨
覧
Φ
麗
β
襲
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぞ
。
霞
貯
く
。
ぎ
思
ご
づ
Φ
創
Φ
罫
弩
σ
q
価
霧
≦
o
艮
。
喚
冒
。
髪
。
｝
二
珍
．
の

境
地
に
於
け
る
o
Q
覧
鶏
で
あ
る
。
葺
く
見
る
こ
と
の
外

に
、
吾
々
は
博
士
の
此
論
文
集
の
特
性
を
理
解
す
る
こ
と

が
出
來
な
い
で
あ
ら
う
。
斯
く
見
る
こ
と
よ
幕
外
に
、
吾

　
　
　
　
　
■

々
は
吾
々
の
親
爽
せ
る
ケ
盗
ぺ
戸
先
生
の
総
て
を
正
當
に

領
押
す
る
こ
と
は
詐
聴
臓
と
私
は
愚
っ
て
居
る
。
断
は
る

ま
で
竜
な
ぐ
、
私
は
《
、
磁
器
交
響
を
機
愈
と
し
て
、
博
士

の
『
人
格
的
内
容
』
を
鰹
明
し
よ
5
と
す
る
考
菟
ー
十

重
亦
資
格
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も
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っ
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潔
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而
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て
博
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私
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て
は
何
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あ
る
か
、
泓
の
親
し
く
知
る
を
得
π
総
て
の
生
き
だ
入
や

の
申
、
博
士
め
占
あ
て
居
る
又
占
む
べ
き
地
位
は
何
所
に

あ
る
か
、
こ
れ
が
総
勘
定
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試
み
る
た
め
に
は
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未
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あ
遵
う
に
私
膚
身
に
就
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の
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識
に
乏
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い
の
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威

ず
る
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此
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の
申
に
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内
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こ
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叉
紳
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と
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さ
5
し
て
践
本
と
に
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て
の
博
士
の
直
観
的
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察
の
興
味
．

あ
る
無
数
の
閃
き
を
面
談
し
紹
介
ず
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こ
と
も
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今
此
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私
の
饗
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見
と
す
る
所
で
は
な
い
。
此
論
文
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手

に
し
蒙
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入
や
の
π
あ
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び
博
士
に
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点
す
る
機
會
を
持

疫
澱
黒
々
の
詑
あ
に
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紹
介
の
詞
と
し
て
私
が
此
所
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特

に
書
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寵
し
て
置
き
控
い
と
思
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の
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唯
次
の
こ
と
丈

け
で
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る
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私
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私
の
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れ
る
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に
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ル
搏
士
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譜
「
美
し
き
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ぎ
げ
9
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巴
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。
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．
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叉
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融
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．
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。
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叉
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．
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れ
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。
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．
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①
潟
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鐸
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鐸
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．
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濠
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＾
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①
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。
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⇔
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①
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。
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．
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℃
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①
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①
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．
．
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．
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⇔
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．
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＄
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．
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．
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①
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．
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⑦
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葭
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。
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鐸
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蜜
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①
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．
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；
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⇔
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鐸
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．
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．
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．
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の
Q
ぴ
該
ロ
Q
8
回
躰
毎
謬
訟
鼠
冒
両
駕
嬬
浮
訟
Φ
邑
O
門

困
門
づ
一
け
二
冠
丸
く
Φ
｝
ひ
一
丁
レ
舅
Φ
罵
　
く
O
出
　
ω
Φ
一
ご
己
D
酔
　
イ
①
｝
φ
挫
Φ
財
Φ
⇔
喝
　
　
り
瑚
こ
O
｝
レ

巳
。
客
訟
Φ
h
乙
・
障
蓉
島
電
Φ
一
ρ
蛋
ぴ
⇔
剛
）
巴
釦
Φ
岬
ご
獅
曾
囲
、
窪
鐸
触
範

器
警
σ
q
。
Q
慈
。
げ
げ
5
、
庁
9
費
ム
。
・
凶
畠
詞
、
9
』
亀
禽
翻
鶏
｛
謬
讐
ご
g
q

R
P
一
悼
b
切
働
㊦
M
o
ロ
自
Φ
ご
犀
⑦
】
P
島
弓
ご
↑
ぐ
Φ
一
こ
＠
O
財
に
O
ω
鋤
a
一
一

　
　
瀞
『
一
た
び
活
け
る
人
格
的
な
る
勅
の
存
在
に
就
て
の
確

信
を
獲
、
き
5
し
て
純
な
る
墓
督
教
の
道
徳
を
以
て
隔

一
切
の
人
問
的
魚
鳥
の
唯
嚇
の
規
範
な
う
と
識
認
し
た

入
は
、
哲
學
者
や
脚
學
者
か
ら
は
最
早
藁
、
れ
以
上
に
學

び
得
る
所
は
蚕
然
眠
く
、
γ
等
の
新
ら
し
き
又
一
贋
二

値
あ
る
解
璽
管
区
麺
を
も
期
特
’
・
嚢
と
黙

　
　
　
　
ケ
ー
ベ
ル
博
士
酪
執
丈
焦
帯

．
羅
な
い
。
彼
等
の
薯
蓮
は
斯
の
如
き
入
に
取
っ
て
は
軍

に
蜷
更
編
．
露
呈
鱈
、
美
蘭
乃
至
は
言
語
學
的
便
値
を

有
す
る
に
鑑
棲
る
で
あ
ら
5
、
さ
う
し
て
彼
は
此
等
の

一
書
乞
ば
麹
の
書
物
特
に
詩
入
の
作
品
を
讃
む
と
垂
く

詞
じ
態
度
で
談
む
で
あ
ら
う
。
蓋
し
善
學
は
藝
衡
で
あ

う
、
詩
歌
で
あ
う
、
父
プ
・
ン
ト
婁
の
呼
べ
る
が
嬬
く
、

最
蔦
の
ふ
鼻
術
で
あ
っ
て
．
哲
學
上
の
文
献
は
文
學
上
の

あ
ら
ゆ
る
交
膿
と
種
類
と
聖
、
以
て
書
か
れ
た
る
不
朽
の

作
品
載
極
め
て
事
ん
で
居
る
か
ら
で
あ
る
。
一
…
例
へ

ば
へ
ー
ゲ
〆
偽
『
精
憩
塀
、
象
論
』
の
旧
き
、
1
實
に
絶

妙
な
る
叙
事
詩
で
は
な
い
か
。
p
。
ッ
風
の
『
小
宇
宙
』

の
如
き
も
亦
同
誌
で
あ
る
。
詩
的
想
像
の
豊
か
貫
黙
に

於
て
、
7
エ
ビ
ナ
E
の
『
ツ
ェ
ン
ズ
⑱
ア
ヴ
ェ
ス
タ
』
と
『
死

後
生
活
掘
』
と
に
匹
敵
し
得
る
ほ
ど
の
文
學
書
は
多
く

は
な
い
。
フ
ィ
靴
タ
と
．
『
方
法
論
』
並
に
『
瞑
想
録
』
の

著
者
と
し
て
の
デ
カ
膨
ト
と
は
優
秀
な
る
叙
情
詩
人
で

軌
ω
ご
。
ブ
ラ
》
葺
ン
、
オ
亘
ガ
ス
卵
グ
ィ
ン
、
　
シ
エ
リ
ン

兎
九
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欝
　
學
　
騨
　
健
　
　
蟹
三
や
九
號

グ
、
シ
租
｝
ペ
ン
バ
ク
ァ
曾
隔
　
論
ぎ
チ
ェ
の
甜
州
毫
、
に
至
っ

て
は
隔
今
更
云
ぷ
を
去
た
な
い
。
・
…
－
既
等
の
偉
大
由

る
詩
人
の
『
作
爲
と
興
實
』
の
摩
に
於
て
我
等
は
一
切

の
竜
の
を
見
出
す
．
さ
5
し
て
そ
の
濾
て
は
健
大
で
あ

る
、
虚
妄
な
る
葱
の
や
背
理
な
る
も
の
と
羅
竜
、
否
オ

ー
ガ
ス
テ
イ
ン
に
於
け
る
が
如
く
、
嫌
厭
す
べ
く
又
醜

爺心

I
る
」
も
の
で
さ
へ
“
も
。

『
思
ふ
に
、
哲
學
や
碑
趨
の
研
究
か
ら
亙
純
粋
な
曇
今

な
き
悦
樂
を
享
受
し
轟
る
者
は
濁
ら
そ
の
宗
教
的
信
柳

の
已
に
浮
立
し
、
「
乙
の
世
の
知
慧
は
騨
の
前
に
は
愚
藤

な
る
」
こ
と
を
洞
細
し
騰
勢
の
み
で
あ
ら
う
。
輻
と
掛

れ
ば
彼
は
種
々
の
艦
系
や
假
論
に
堕
し
て
輩
に
観
照
蘭

態
度
を
、
髪
際
昼
懇
や
常
蒙
鯵
執
芯
を
超
越
し
控
態

度
L
を
把
持
し
得
脚
る
か
ら
．
－
…
一
斗
露
が
最
警
自
分
と
は

何
等
の
交
渉
な
き
窺
の
…
世
の
管
み
を
下
撤
す
る
時
の
態

度
は
恐
ら
く
ミ
れ
に
類
し
カ
も
の
で
あ
ら
5
。
i
侮

が
か
め
に
し
か
く
単
婚
冒
に
蝋
画
落
し
く
入
纈
的
事
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

を
見
る
の
で
あ
る
か
。
「
主
は
彼
等
を
曝
笑
ぴ
給
ふ
」
の

に
。
何
が
爲
あ
に
一
心
竜
そ
ん
な
事
が
可
能
で
あ
る

か
の
如
き
能
心
癖
を
以
て
i
何
れ
の
哲
學
説
を
一
従
へ
て

　
　
　
　
　
　
ぬ
　
ゆ

勇
、
臨
ち
に
そ
の
翼
理
内
容
如
何
を
橡
し
、
そ
れ
に
向
っ

て
飽
迄
竜
學
衛
的
、
倫
理
的
乃
至
宗
敏
的
便
値
を
承
認

若
し
く
は
否
認
し
や
5
と
す
る
の
で
あ
る
か
。
是
れ
帥

．
悔
何
等
の
静
李
な
る
精
魏
的
享
樂
を
竜
、
何
等
の
客
観

的
、
照
照
を
竜
容
る
曳
の
除
地
な
か
ら
し
む
る
所
の
、
一

種
の
囚
は
れ
カ
る
駿
態
で
あ
る
ど
云
は
な
け
れ
ば
な
ら

瞬
。
貰
う
し
て
我
導
は
下
等
不
信
に
鴨
る
の
危
瞼
な
く

し
て
、
墓
督
敏
及
び
総
じ
て
何
れ
の
宗
教
や
道
徳
よ
う

｛
金
割
判
眠
を
繭
W
じ
て
、
例
へ
ば
ダ
葺
ヴ
ィ
ッ
ト
。
シ
ュ
ト
ラ

ク
ス
の
基
督
敏
信
重
爆
旨
し
く
は
彼
の
新
奮
信
仰
論
、

又
は
7
ジ
葺
ズ
ジ
ソ
と
②
ン
ィ
ツ
シ
ヤ
『
や
二
「
チ
ヱ
な
ど

を
護
み
．
演
う
し
て
其
を
輩
に
文
學
的
に
、
叉
美
的
に

詐
等
し
、
被
等
の
犀
利
ゐ
、
、
破
等
の
機
智
や
、
彼
等
の

辮
謹
法
や
想
像
力
や
文
章
の
み
な
ら
ず
、
更
に
進
ん
で
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彼
等
の
奇
想
に
至
る
慶
で
、
心
か
ら
こ
れ
を
嘆
賞
し
愛

野
す
る
≧
と
が
出
盛
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。
閑
激
な
時

に
は
我
等
は
や
つ
ば
套
無
邪
弱
な
る
敷
喜
を
以
て
川
キ

ア
葺
ン
若
し
く
ば
か
ッ
カ
チ
オ
や
ヴ
、
｝
ラ
ン
ー
3
や
モ
妥

パ
ッ
ず
ン
と
云
っ
た
操
慷
な
作
家
を
竜
田
齪
み
、
ま
う
し
て

そ
の
道
徳
的
な
る
や
否
や
に
就
て
は
多
く
問
は
窓
い
で

は
な
い
か
。
彼
等
に
し
て
優
雅
に
叉
卓
毅
に
物
語
っ
て

誤
れ
る
な
ら
ば
、
我
等
の
享
樂
に
は
最
う
そ
れ
で
充
分

な
の
で
あ
る
。
常
に
滋
義
と
徳
と
を
念
と
し
又
こ
れ
を

長
く
者
は
、
濫
徳
的
に
恐
ろ
し
く
瞳
落
し
て
居
る
に
相

違
な
い
。

．
不
徳
は
心
・
り
い
と
は
し
、
写
し
て
爾
二
倍
い
と
は
し

そ
は
か
く
竜
多
く
徳
に
つ
い
て
鏡
舌
を
弄
せ
し
め
た
れ
ば
、
f
～
一

『
そ
竜
そ
も
何
ぞ
や
、
爾
は
徳
を
忌
7
。
｝
に
ゃ
』
i

わ
が
願
ふ
と
こ
ろ
は
、
我
等
す
べ
て
が
徳
を
行
ひ
、

翻
し
て
今
よ
り
の
ち
侮
人
竜
そ
を
醗
か
ざ
る
に
あ
り
。
（
シ
ル
レ
ル
）

「
ア
ウ
ボ
ア
イ
ナ
書
」
の
云
ふ
如
く
『
撹
徳
は
常
に
み

の
つ
と
解
っ
て
要
る
。
』
然
し
墓
督
敏
菟
亦
現
代
の
文
開

　
　
　
層
ケ
妻
。
ヘ
ル
簿
士
論
丈
集

　
世
界
に
於
て
は
常
に
み
の
つ
と
解
ウ
て
罷
る
べ
き
筈
の

　
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
「
そ
の
信
仰
を
護
る
こ
と
除
6

　
に
小
心
に
過
ぎ
泥
ウ
、
自
分
と
考
方
の
逡
ふ
人
々
に
は

　
少
し
で
も
擾
早
し
な
い
や
5
に
自
己
を
閉
鎖
す
る
如
き

　
入
の
信
仰
は
未
満
充
分
深
い
根
を
張
っ
て
居
る
と
は
云

　
縫
協
れ
な
い
。
』
．
（
『
思
吊
棚
』
本
八
開
止
漏
ハ
な
＋
十
噌
月
號
一
山
ハ
｝
臼
ハ
m
以

　
下
鞍
照
。
）

　
右
の
靱
畔
交
を
も
特
に
附
け
・
加
へ
て
爾
志
に
掲
げ
た
の

は
、
一
つ
は
『
思
潮
』
が
一
度
壁
書
と
な
っ
た
今
日
或
は
再

び
徳
恵
を
手
に
入
れ
難
い
で
あ
ら
う
人
々
の
爲
め
、
嚇
つ

は
久
保
勉
君
の
謬
文
が
如
何
に
苦
心
の
飴
に
成
っ
た
か
、

如
何
に
忠
實
で
あ
る
か
を
修
す
る
海
め
、
さ
う
し
て
一
つ

は
又
原
女
が
如
何
に
、
如
何
ほ
ど
勝
れ
薫
る
弓
丈
に
依
う

て
さ
へ
竜
、
移
植
し
難
い
趣
を
此
釣
合
に
限
ら
ず
持
っ
て

居
る
か
を
考
へ
て
見
π
い
叉
貰
ひ
π
い
爲
め
で
あ
る
。
但

し
久
保
君
の
謬
文
は
原
稿
に
基
い
力
竜
の
で
あ
う
、
印
刷

せ
ら
れ
だ
原
丈
は
其
後
更
ら
に
叉
博
士
肖
ら
の
訂
正
増
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
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哲
　
畢
　
解
　
究
　
　
第
　
三
　
ヤ
　
九
　
號

を
繧
歪
訊
、
の
で
あ
る
。
前
掲
の
原
文
と
謬
卒
．
あ
問
に
存

す
る
侮
入
も
認
あ
得
る
で
あ
ら
う
厨
の
、
二
三
の
出
入
は

此
事
情
に
館
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
課
文
の
瓜
簿
巨

象
彦
凶
蔓
δ
は
近
い
内
に
、
之
れ
も
亦
岩
波
君
の
店
か
ら
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別

版
せ
ら
れ
る
浬
ぴ
に
な
っ
て
居
る
。

　
　
　
　
彙
　
　
報

　
　
　
画
黙
都
瀞
翻
爽
畢
窯
羅
部
誓
羅
科
大
正
《

　
　
　
．
確
｛
臓
斑
撫
暴
醐
宜
題
醐

　
　
　
　
哲
學
專
攻

　
甥
崎
の
意
味
と
醤
無
　
　
　
　
　
　
三
宅
闘
一

　
7
。
ラ
ト
ー
ン
民
鍵
魂
説
　
　
　
　
　
　
村
主
轡
吉

　
繋
戚
過
程
に
於
け
る
鐵
畳
と
範
鳴
　
　
　
△
黒
田
興
助

翻
曙
度
暫
學
史
蜜
マ
戻

鈍
置
撃
緑
帽
祉
の
研
必
伽

幽
搾
菅
寸
の
根
本
凱
嵐
理

恋
横
数
の
脚
霧
撫
学
的
叢
礎

　
　
　
支
那
哲
學
吏
專
攻

A
巾

井

驚

瑞

藤大
　　地
谷
　　療

宗識

順玄

二
軽
子
灘

　
　
　
倫
理
學
專
攻

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
麓
ゆ

曲
旬
㌔
ナ
の
滑
…
麓
…
論
罪

　
　
　
敢
育
學
敏
授
法
專
攻

プ
レ
峯
ベ
ル
の
研
究

隅
昆
敦
宥

不
良
・
少
」
牛
班
究
序
砥
翻

　
　
　
美
學
美
術
更
專
攻

帝浄

s不

ｩ…

､
｝
馴
…
史
坑
繭

　
　
　
宗
敬
學
專
攻

県眞療
、i髭宗飴

との駿
欝鑓
と　 パ
に　　ウ
耽　・“
い　 。

て

鞭
い
金
目
鷹
Ψ
蜜
罪
献
双

葱
塵
樵
の
融
春
n
學
的
拶
察

曲
瓦
士
蹴
氾
の
研
究

貧
園
よ
夢
犯
剛
非
に
脚
遣
動
轟
メ

る
瀧
倉
蝿
心
理
過
程
り
研
究

一
〇
二

△
畢
　
醸
　
霜
　
初

A
三河

井畑

金立

一詮

秋糠末
山塚包
　　留
眞卯＝

造助郎

ム
サ
勢
專
一
郎

菅
　
　
闘
　
吉

阿
　
部
　
現
　
亮

溝
　
水
廃
　
昇

大
　
澤
　
鷲
堆

三
二
吉
太
郎

△
羅
尾
密
遣


